
 

 

 
 
＜２０２５年春 消費者のくらし向きに関するアンケート 調査結果より＞。主な購入先は「デパートや 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価の上昇と節約意識について、具体的に聞きました。「値上がりにより購入頻度や量が減った食品や日用品」では、野菜が 2

位になっており、果物や菓子、デザート類、レトルト・カップ麺・インスタント食品や総菜・弁当のような、なくても構わない

類の食品でないため、注目に値する結果です。「日頃から節約を意識していますか」に対しては、『強く意識している』と『ある

程度意識している』が合わせて約 88％となっているにもかかわらず、一回の買物金額は『増えている』と回答している人が多く、

米や卵、野菜など、代替不可能な食品の値上がりは、節約だけで対処できない現状を示しています 

技術革新により可能になっ

たサービスについて、2035年

（今から 10年後）に期待する

ものは何かを聞きました。『医

療にまつわるサービス（オンラ

インサービスによる受信や医

薬品宅配サービス）』が 52.5％

で最も多く、次いで『自動運転

車による移動サービス』

（36.2％）、『環境に配慮したサ

ービス』（28.1％）でした。 

年齢別に見ると、35歳未満と 35歳～45歳未満では『AIを利用した日常生活サポート』が『自動運転車』や『環境に配慮』を

上回っており、年齢による差がありました。 


